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項目 分類 現状と課題

1.
地域
課題

(1)人口 ・伊豆半島南部は全国や県平均を大きく上回る高齢者割合
・平成５２年に人口が１万人を割る消滅可能性都市が４町存在

(2)
産業

1)産業構造 ・伊豆半島は総生産額に占める第三次産業の割合が県平均よりも高い

2)農林水産業 ・下田港で水揚げされた魚の輸送時間に課題

3)観光
・伊豆半島南部の観光交流客数が減少傾向
・8月や3月に来訪ピークを迎え、多くの観光客が自動車で伊豆半島を
訪れるため各所で渋滞が発生

(3)
生活

1)住宅

・伊豆半島南部の転出者は、転入者を上回り特にH23年以降で転出超過
数が顕著
・伊豆半島内の各市町における住宅着工件数は、県平均を上回る
減少傾向で、特に伊豆半島南部で大きな減少

2)医療
・伊豆半島南部に第三次救急医療施設はなく、心疾患や脳血管疾患の
死亡率は全国平均の約2倍

(4)
自然
災害

1)降雨等
・天城山および湯ヶ島の降水量が著しく多く、雨量による通行規制
（実績）は、5年間平均で約400時間発生

2)地震等
・南海トラフ巨大地震等における最大震度は6強、推定最大津波高さは
5～33ｍの発生により、沿岸部の緊急輸送道路が寸断され、孤立する
恐れ

2.
交通
課題

(1)公共交通
・伊豆半島内の鉄道網や長距離バス網が限定的。観光の移動手段は
自動車利用が約8割

(2)
道路
構造

1)未改良区間
・幅員狭隘、平面および縦断線形不良等の未改良区間が伊豆半島内の
各所に存在

2)車道幅員等
・車道全幅5.5ｍ未満の幅員狭小区間が点在
・縦断勾配8％以上の道路線形不良区間が点在

(3)
道路
交通
状況

1)渋滞
・伊豆地域は観光期の交通集中により、沼津・三島から下田間及び熱海
から下田間の主要な路線において、著しい渋滞が発生

2)事故
・県平均死傷事故率以上の区間が伊豆半島内の各所に存在
・特に、正面衝突やすれ違い時が県平均を上回る事故発生

(4)大規模災害
・大雨や崩土等による通行止めが、年平均で約110日発生
・道路啓開作業路線に一部事業中の区間が存在

(5)自転車空間整備 ・安全で快適なサイクリング走行環境の整備が必要
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（１）伊豆縦貫自動車道の整備状況

●伊豆縦貫自動車道（延長約６０ｋｍ）のうち、約１５ｋｍが開通済
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１．地域課題
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（1）人口

●伊豆半島南部の人口の伸び率は全国および県平均と比べて大きな減少傾向、高齢者
割合は全国および県平均より増加傾向

●特に伊豆半島南部では、平成５２年に人口が１万人を割る消滅可能性都市が４町存在

■人口の推移と伸び率の比較

※H2に対する比率 H2～H27：実測値、H32～H52:推計値出典：H2～H22：国勢調査、H27：住民基本台帳
H32～H52「日本の地域別将来推計人口」（H25.3推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

■H52将来推計人口（消滅可能性都市）
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出典：H2～H22：国勢調査、H27：住民基本台帳

■高齢者割合の推移
全国平均・静岡県平均を上回る高齢者割合
特に伊豆半島南部で高齢者割合が高い

（人口）
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１．地域課題
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（2）産業 1）産業構造

●伊豆半島は、産業別総生産額に占める第三次産業の割合が県全体と比較して高く、
特に伊豆半島南部の第三次産業の占める割合が高い

●伊豆半島南部では、宿泊業・飲食サービス業の従事者割合が、全国、県全体と比べて
3倍近くあり、宿泊業等を中心としたサービス業が主たる産業となっている

■宿泊業・飲食サービス業に従事する人口比率■産業別総生産額の割合

１．地域課題

出典：H25しずおかけんの地域経済計算
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・第一次産業：農業、林業、漁業など
・第二次産業：輸送用機械器具製造業、総合工事業、食料品製造業、繊維工業など

・第三次産業：飲食店、飲食料品小売業、医療業、社会保険・社会福祉・介護事業、
職業紹介・派遣業、宿泊業、専門サービス業、情報サービス業、協
同組合、繊維・衣服等卸売業など
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出典：H24経済センサス
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●伊豆半島の農林水産業別総生産額の割合は、全国、静岡県と比較すると水産業の割合が高い
●伊豆半島の農林水産業の総生産額を市町別にみると、伊豆半島北部の方が高い

（2）産業 2）農林水産業①

■農業・林業・水産業別総生産額の割合
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１．地域課題

■伊豆半島の市町内総生産額（農林水産業）

出典：平成25年度しずおかけんの地域経済計算
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●「金目鯛」の漁獲量は下田港が全国シェアの約４割を占め、そのうち約9割は築地等地域外に出荷
●東京の築地市場への輸送は約5時間を要する
●特に観光期では、渋滞により輸送が遅れると、金目鯛の鮮度は落ち、商品の価値は低下

（2）産業 2）農林水産業②
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１．地域課題
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出典：静岡県水産技術研究所伊豆分場
伊豆漁業協同組合

約90％は築地など
地域外へ出荷

地域内での消費は
10％程度

金目鯛
水揚げ量

■下田港で水揚げされた金目鯛
の出荷先内訳

■金目鯛の主要都県の漁獲量
（H26）

出典：伊豆漁業協同組合ヒアリング（H26.12）

■金目鯛の現状の輸送経路

水揚げされた金目鯛は
陸送で首都圏の市場へ
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特に観光シーズンに発生する
渋滞で輸送が遅れると、金目
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に影響

築地市場

・下田では、年間約2千トンの金目鯛を水揚げしているが、うち約90%は首都圏

をはじめとした大消費地市場（築地、横浜等）に出荷している。

・築地市場への出荷ルートは、現状ではR135（東海岸）～小田原厚木道路～

東名高速というルートで、下田から5時間を要している。

・伊豆の金目鯛は、他の産地と比べて漁港と漁場が近いため、特に鮮度が良

い。この特徴をより活かすためには輸送時間の短縮というのが欠かせない。

■地域の声

出典：伊豆漁業協同組合ヒアリング（H27.9）
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●伊豆半島には観光施設や景勝地など、多くの観光資源が点在
●静岡県では、全国で第８位の観光交流客数

（2）産業 3）観光① １．地域課題
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■都道府県別観光交流客数（H25年度）

159,687

25,526

静岡県は全国で
第８位の観光交流客数
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出典：全国観光入込客統計に関する共通基準 集計表（観光庁）
※観光入込客数は日本人 観光目的、日本人 ビジネス目的、訪日外国人、

観光地点・行祭事・イベント別観光入込客数を対象に集計
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●伊豆半島の観光交流客数は年間4,000万人を超えるが、伊豆半島南部では近年減少傾向

●伊豆半島の月別観光交流客数をみると、８月や３月に来訪のピークを迎え、多くの観光客
が自動車で伊豆半島を訪れるため各所で渋滞が発生

（2）産業 3）観光②
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１．地域課題

■伊豆半島（長泉町・清水町を除く）への利用交通手段
（移動に利用した交通手段をすべて回答（複数回答可））

出典：静岡県における観光の流動実態と満足度調査（H25.3）

■月別観光交流客数（H26）

夏期（8月）と早春（3月）に
来訪者が集中

来訪時の利用交通手段の8割が自動車

出典：平成２６年度 静岡県観光交流の動向

：伊豆半島北部

：伊豆半島南部

80%
30%

12%
1%
0.4%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

S63年 H3年 H17年 H26年

（万人）

■観光交流客数の推移

出典：
平成１7～２６年度
静岡県観光交流の動向

■静岡県内の観光交流客数の推移

伊豆地域のみ４２％減

伊豆

7,300
伊豆

6,400万 伊豆
4,200万

伊豆

4,200

富士

駿河

西駿河・奥大井

中東遠

西北遠

富士

駿河

西駿河・奥大井

中東遠

西北遠

富士

駿河

西駿河・奥大井

中東遠

西北遠

富士

駿河

西駿河・奥大井

中東遠

西北遠

出典：平成２６年度静岡県観光交流の動向

1.09
1.00

0.75

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

観
光
交
流
客
数
の
伸
び
率

伊⾖半島北部 伊⾖半島南部

万 万

伊豆半島南部は
近年減少傾向



‐1000

‐500

0

500

1000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（3）生活 1）住宅

●伊豆半島南部の転出者は、転入者を上回り特にH23年以降で転出超過数が顕著
●伊豆半島内の各市町における住宅着工件数は、県平均を上回る減少傾向で、特に伊豆
半島南部で大きな減少

出典：H20建築統計年報

■伊豆半島の住宅着工床面積

函南町

河津町

南伊豆町

松崎町

下田市

西伊豆町

伊東市
伊豆市

沼津市

熱海市

三島市

東伊豆町

伊豆の国市

1

135

136

414

414

135136

1

1

凡例

25千㎡未満

～50千㎡未満

～100千㎡未満

～200千㎡未満

300千㎡以上

高速道路
自動車専用道路

国道
主要地方道
県道
ＪＲ線
私鉄

266千㎡

107千㎡

145千㎡

13千㎡

76千㎡
35千㎡

66千㎡

6千㎡

6千㎡

7千㎡

2千㎡

3千㎡

39千㎡

10

伊豆半島
北部

伊豆半島
南部

１．地域課題

清水町

46千㎡

長泉町

73千㎡

出典：H17～H27静岡県市町別人口推計（平均）

■伊豆半島南部における転入・転出超過数

転
入

転
出

者
数

（
人

）

0

0.25

0.5

0.75

1

1.25

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

指
数

（
H
17
=1
）

静岡県 伊豆半島 伊豆半島北部 伊豆半島南部

■住宅着工件数の推移

県全体を上回る
減少傾向

出典：H17～H27建築統計年報

0.66

0.57
0.56
0.45
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31%
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20%

26%
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22%

(人)
658

514 512

157

94

151

111

153
130

270

172

0

50

100

150

200

250

300

心疾患 脳血管疾患

全国

静岡県

伊豆半島北部

伊豆半島南部

沼津市

三島市

函南町

裾野市

長泉町

下田市

南伊豆町

西伊豆町

松崎町

河津町

東伊豆町

伊東市伊豆市

熱海市

伊豆の国市

清水町

至

名
古
屋

至 東京

：第三次救急医療施設(Drヘリ)
：第三次救急医療施設(救急車)
：管外のその他の医療施設

約8割が第三次
救急医療施設への搬送

（3）生活 2）医療

■下田消防本部へのヒアリング結果
（H26.12.22）

■下田消防本部の
管外搬送先内訳

■伊豆半島地域の第三次救急医療施設

１．地域課題

■心疾患と脳血管疾患での
死亡率

【伊豆半島北部】
沼津市、熱海市、三島市、伊東市、裾野市、伊豆市、伊豆の国市、函南町、
清水町、長泉町
【伊豆半島南部】
下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町

全国平均の
約2倍

全国平均の
約2倍

出典：下田市消防本部提供資料 出典：H25人口動態統計

国道414号を北進し第三次
医療機関へ向かう救急車

・ドクターヘリがあれば、陸路での搬送は不要では
ないかという意見もあるが、有視界飛行が前提と
なるため、夜間だと要請しない。また、昼間でも悪
天候や濃霧の場合、要請しても飛ばないことが
多くあり、陸路の整備は必要不可欠。

・天城峠区間は時間がかかるところが課題。
中には、順天堂大学病院まであと少しのところで
命を落とす方もおり、1分でも早く病院に到達する
ということは極めて重要。

・カーブが多いため、揺れが大きくなり、重症者が
多いこともあって患者への負担が大きい。

（人／人口１０万人あたり）

11

●伊豆半島南部には第三次救急医療施設が無いため、下田消防本部の管外搬送のうち
約８割が伊豆半島北部の第三次救急医療施設への搬送

●伊豆半島南部から伊豆半島北部の第三次救急医療施設への救急搬送には、60分以上
の時間を要する

●伊豆半島南部における心疾患や脳血管疾患の死亡率は全国平均の約2倍と高い

伊豆半島
北部

伊豆半島
南部

第三次救急医療施設
（順天堂大学医学部

付属静岡病院）

第三次救急医療施設
（沼津市立病院）

第三次救急医療施設への
到達時間

：1時間以内の地域

：1時間以上の地域



（4）自然災害 1）降雨、土砂災害

●伊豆半島の年間降水量は、天城山および湯ヶ島が著しく多い
●伊豆半島内には異常気象時事前通行規制区間（連続降雨、積雪）が多数存在
●雨量による通行規制は、伊豆半島全体で年間平均400時間以上発生

出典：静岡県資料

■伊豆半島の通行規制区間

凡例
1次緊急輸送路
2次緊急輸送路
3次緊急輸送路
異常気象時
事前通行規制区間
気象庁雨量観測所

函南町

河津町

南伊豆町

松崎町
下田市

西伊豆町

伊東市

伊豆市

沼津市

熱海市

三島市

清水町

東伊豆町

長泉町

伊豆の国市

135

136

414

414

135

1

1

道路
ＪＲ線
私鉄

稲取

天城山

石廊崎

三島

網代

湯ケ島

松崎

土肥

12

伊豆半島
北部

伊豆半島
南部

１．地域課題

248
330 379

822

280

0

200

400

600

800

1,000

H22 H23 H24 H25 H26

（時間）

■年降水量（平年値）分布図（S56～H22の平均値）

■雨量による通行規制の実績（伊豆半島全体）

過去5年間の平均 412時間

出典：H22～H26 静岡県資料

出典：静岡地方気象台資料

天城山周辺は
全国でも指折りの

大雨地域

【年平均4,392mm】

1600 2000 2500 3000 (mm)



（4）自然災害 2）地震・津波

●高確率で発生が予想されている南海トラフ巨大地震等における最大震度は6強
●南海トラフ巨大地震発生時の伊豆半島における推定最大津波高さは5～33ｍで、沿岸部

の緊急輸送道路で津波・浸水箇所が多く想定され孤立の恐れあり

出典：H25.6 静岡県第４次地震被害想定（第一次報告）

出典：内閣府南海トラフ巨大地震の被害想定 （第二次報告）（Ｈ25.3）より作成

■緊急輸送道路の被害想定

函南町

河津町

南伊豆町

松崎町
下田市

西伊豆町

伊東市

伊豆市

沼津市

熱海市

三島市

清水町

東伊豆町

長泉町

伊豆の国市

135

136

414
135

1

1

道路
ＪＲ線
私鉄

15m
西伊豆町

13m河津町

16m
松崎町

10m
沼津市

10m
伊豆市

5m
熱海市

10m
伊東市

（南海トラフ巨大地震時）

沼津市などで最大震度6強

13

伊豆半島
北部

１．地域課題

出典：文部科学省地震調査研究推進本部（H24.1）

■30年以内の地震発生確率

南海トラフ巨大地震

東海地震 88％

東南海地震 70％

南海地震 60％

相模トラフ地震 70％

33m下田市

伊豆半島
南部

凡例

推定最大津波高さ

津波浸水箇所
（国道と推定津波浸水域の
交差箇所）

推定津波浸水域

1次緊急輸送路

2次緊急輸送路

3次緊急輸送路

14m東伊豆町

推定最大津波高さ
は、最大33ｍ26m

南伊豆町



２．交通課題



0% 20% 40% 60% 80% 100%

飛行機

フェリー

バス

鉄道

自動車

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

西部地域 中部地域 富士地域 伊豆半島

（1）公共交通

15

２．交通課題

●伊豆半島の公共交通は、鉄道網や長距離バス網が限定的。観光での移動手段の約8割
は自動車利用

●旅行中の移動に対する不満は、県内の他地域に比べ高い

出典：静岡県における観光の流動実態と満足度調査（H25.3）

80％

30％

12％

1％

0.4％

自動車利用が8割

（移動に利用した交通手段をすべて回答（複数回答可））

■伊豆半島への利用交通手段

■旅行中の移動に対する不満度

出典：静岡県における観光の流動実態と満足度調査（H25.3）

（回答に対する「非常に不満」「やや不満」の合計の割合）

県内４地域
の中で最も

不満度が高い

15.1

8.1
9.6

7.1

函南町

南伊豆町

松崎町

下田市

西伊豆町

伊東市

沼津市

三島市

東伊豆町

長泉町

伊豆の国市

伊豆急下田

修善寺

三島～
御殿場・河口湖

21本/日

熱海駅～湯河原駅

6本/日

■伊豆半島内の主な公共交通網

河津町

修善寺～河津駅

10本/日

修善寺～下田駅

1本/日

修善寺～昭和の森

５本/日

伊豆市
三島～松崎

４本/日

熱海市

清水町 三島～伊豆長岡

５本/日

三島～桃沢郷

6本/日

三島～須山

10本/日

高速道路
自動車専用道路

国道
主要地方道
県道
ＪＲ線
私鉄

135

136

414

414

135

136

1

1

伊豆半島
北部

伊豆半島
南部

出典：伊豆半島グランドデザイン 美しい伊豆創造センターより作成

伊東駅～下田駅

74本/日

三島駅
～修善寺駅

146本/日

：主な長距離バス

：主な鉄道



■幅員5.5ｍ以上未改良区間割合（H22センサス）

（2）道路構造 1）未改良区間

●幅員狭隘、平面および縦断線形不良等の未改良区間が伊豆半島内の各所に存在

写真④ (国)414号（縦断線形不良箇所）

写真② (主)伊東西伊豆線

（平面線形不良、車道部幅員狭隘箇所）

縦断勾配（i=9%以上）

写真⑤ (国)414号（平面線形不良箇所）

高低差45mを二重の螺旋カーブで結ぶ
河津七滝ループ橋（R=40m）

路肩幅員狭隘箇所を走行する大型車

写真① (国)414号（路肩幅員狭隘箇所）

16

２．交通課題

見通しが悪くすれ違いが困難な区間

写真③ (一)湯ヶ野松崎線（通行不能区間）

車道部幅員狭隘により車両が通行できない区間

写真⑥ (主)伊東西伊豆線

（車道部幅員狭隘箇所）

すれ違いが困難な区間出典：H22道路交通センサス

： 0～19％
：20～39％
：40～59％
：60～79％
：80～100％

※H22センサス区間延長に占める、
幅員5.5m以上未改良延長の割合

未改良区間が伊豆半島に点在

写真①

写真②

写真③

写真⑤

写真⑥

135

136

414

414

135

136

1

1

136

写真④



（2）道路構造 2）車道幅員、縦断勾配・平面線形

●車道全幅５．５ｍ未満の車道幅員狭小区間が点在
●縦断勾配８％以上、平面線形R=30m以下の道路線形不良区間が点在

17

２．交通課題

：車道全幅が５．５ｍ未満が
１ｋｍ以上の路線

注：<404>河津下田線は一次改良前の現道を評価したもの
注：<404>河津下田線は一次改良前の現道を評価したもの

■車道幅員狭小区間を有する路線 ■道路線形不良区間を有する路線

：縦断勾配が８％以上区間が１割以上
かつ平面線形R=30m以下区間が１割以上

：縦断勾配が８％以上区間が１割以上
又は平面線形R=30m以下区間が１割以上

<139>原木沼津線



（3）道路交通状況 1）渋滞

●伊豆地域は観光期の交通集中により、沼津・三島から下田間及び熱海から下田間の主要な路線に
おいて、著しい渋滞が発生

２．交通課題

■当該地域の渋滞状況（休日）

出典：民間プローブデータ 平成26年8月休日平均（7～19時 12時間平均） 18

③横瀬交差点（修善寺市街地）

⑤水無田交差点（伊東市川奈） ⑥中島橋交差点（下田市街地）

①東駿河湾環状道路 ②江間交差点（伊豆中央道）

④東海岸町交差点（熱海市街地）

⼤場・函南IC付近（三島⽅⾯）

国道414号（中島橋交差点⽅⾯）

県道伊東修善寺線（横瀬交差点⽅⾯）

伊⾖中央道（⼤仁⽅⾯）

熱海ビーチライン（東海岸町交差点⽅⾯）

国道135号（⽔無交差点付近）

主要渋滞箇所

:20km/h未満

:20～30km/h未満

※旧天城トンネルの
観光客による通過

伊豆市

西伊豆町

河津町

東伊豆町

伊東市

松崎町

下田市

南伊豆町

伊豆の国市

熱海市

函南町

清水町

沼津市

長泉町

東
駿
河
湾
環
状
道
路

至 東京

1

414

136

135

135

135

136

136

414

至

名
古
屋

①東駿河湾環状道路

④東海岸町（熱海市街地）

⑤水無田交差点（伊東市川奈）

③横瀬交差点（修善寺市街地）

⑥中島橋交差点（下田市街地）

②江間交差点（伊豆中央道）



■死傷事故率（県平均以上区間）

3%
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23%
3%

22%
4%

15%
8%

15%
22%

19%
12%

7%
14%
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静岡県

沼津市

熱海市

三島市

伊東市

函南町

伊豆市

伊豆の国市

下田市

東伊豆町

河津町

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

0.5%

0.5%

1.4%

0.4%

1.1%

1.1%

1.6%

0.8%

0.9%

0.0%

4.0%

2.2%
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静岡県

沼津市

熱海市

三島市

伊東市

函南町

伊豆市

伊豆の国市

下田市

東伊豆町

河津町

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

2.1%

1.5%

5.6%

1.0%

4.5%

3.7%

8.0%

4.6%

4.8%

10.9%

12.0%

5.6%

7.2%

8.3%

0% 3% 5% 8% 10% 13% 15%

静岡県

沼津市

熱海市

三島市

伊東市

函南町

伊豆市

伊豆の国市

下田市

東伊豆町

河津町

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

■死傷事故のうち
正面衝突（その他）※が占める割合

■死傷事故のうち
すれ違い時が占める割合

■死傷事故のうち、通行目的が「観光」の割合

（3）道路交通状況 2）死傷事故

●県平均死傷事故率以上の区間が伊豆半島内の各所に存在
●特に、正面衝突やすれ違い時が県平均を上回る事故発生
●また、観光目的に走行している時の事故が県平均を上回る事故発生

死傷事故全体のうち
「正面衝突（その他）」
が占める割合が
県平均を上回る

死傷事故全体のうち
「すれ違い時」が占め
る割合が県平均を
上回る

死傷事故全体のうち通行目的
「観光」が占める割合が県平均を上回る

19出典：ＩＴＡＲＤＡデータ（H23～H26）

２．交通課題

出典：ＩＴＡＲＤＡデータ（H23～H26）

出典：ＩＴＡＲＤＡデータ（H23～H26）

※正面衝突（その他）：追い越し追い抜きを除いた正面衝突
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：死傷事故率111件/億台キロ（静岡県平均）以上

県平均以上の死傷事故率の
区間が伊豆半島に点在
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414

135

136

1
1

136



■伊豆半島の通行規制区間

伊豆半島
北部

伊豆半島
南部

■通行止め実績

（4）大規模災害

●伊豆半島内で大雨や崩土、倒木による通行止めが、年平均で約１１０日発生※

●南北軸の道路啓開の路線として伊豆縦貫自動車道があげられているが、一部事業中の
区間が存在

③（主）伊東西伊豆線【地震崩壊】
（Ｈ２１．８～Ｈ２２．３）

⑤（主）伊東西伊豆線【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

①国道１３６号【台風による地滑り】
（Ｈ１９．７～Ｈ２０．１２）

②国道４１４号【法面決壊】
（Ｈ２１．１１）

④国道４１４号旧道【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

⑥（主）伊東西伊豆線【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

出典：静岡県資料

凡例
1次緊急輸送路
2次緊急輸送路
3次緊急輸送路
異常気象時
事前通行規制区間
気象庁雨量観測所
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④
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全

雨量規制区間外における規制期間
（H22~H26）

24hr未満 1ヶ月以上

1ヶ月未満 不明

全：全面通行止め
片：片側相互通行

■伊豆半島内の道路啓開作業

出典：静岡県資料（沼津土木事務所、熱海土木事務所、
下田土木事務所管内を対象に集計） 20出典：伊豆半島における道路啓開基本方針（Ｈ25.3）を基に作成

２．交通課題

※通行止め実績（時間）を１日２４時間として換算
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北部
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①南北軸道路の啓開

事業中区間

②東西軸道路の啓開

③沿岸域道路の啓開

緊急輸送道路



（5）自転車走行空間整備

●2020年東京オリンピック・パラリンピックを契機に、静岡県では、国内外の憧れを呼ぶ聖地
“ふじのくに”の実現に向け、静岡県サイクルスポーツ協議会を設立する等の取組を開始

●道路上では、安全で快適なサイクリング走行環境の整備が必要

２．交通課題

しまなみ海道（愛媛県）での整備状況

伊豆半島一周サイクリングイベントの状況

出典：伊豆市役所ホームページより

自転車走行空間の整備例（市街地部）

伊豆地域のサイクリングコースのイメージ
21

サイクルスポーツセンター
（伊豆ベロドローム）

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン
（平成28年7月）より



３．参考資料



（１）道の駅ネットワークを活用した地域内周遊観光の促進

●伊豆道の駅ネットワーク協議会の設立 ⇒重点「道の駅」に選定され実施計画書を作成
●スタンプラリーを開催し伊豆地域の周遊促進やインバウンド対応への案内機能強化
●道路整備により更なる周遊促進に期待

23

３．参考資料



（２）ストック効果事例①～伊豆の金目鯛がグッと近く感じます！～

24

３．参考資料
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46

H24 H25 H26

年間宿泊者数 消費⽀出額
（億円）（万⼈）

開通前後で
宿泊者数
が増加平成26年

2⽉11⽇開通

出典：伊⾖⻑岡温泉提供データ

■伊⾖⻑岡温泉の宿泊者数
出典：静岡県観光レクリエーション客数（H20.4-H27.3）

■三島市、函南町、伊⾖の国市の
観光レクリエーション客数（H20年度-H26年度）

沼津岡宮IC〜
三島塚原IC開通

三島塚原IC〜
函南塚本IC開通起雲閣

沼津港深海⽔族館

伊⾖三津シーパラダイス

伊⾖の国パノラマパーク

修禅寺

⻩⾦崎
クリスタルパーク

伊⾖の⻑⼋美術館

南伊⾖町ジオパーク
ビジターセンター

下⽥海中⽔族館

⽩浜海岸

稲取細野⾼原

城ヶ崎海岸

サイクルスポーツセンター
韮⼭反射炉

恋⼈岬

東海館

浄蓮の滝

河津七滝

下賀茂温泉
湯の花

花の三聖苑

開国下⽥みなと

天城越え

くるら⼾⽥

伊東マリンタウン

伊⾖のへそ

道の駅 函南（仮）

堂ヶ島

酪農王国オラッチェ

堂ヶ島天窓洞

東駿河湾環状道路

平成26年
2月11日開通

鮎壷の滝
楽寿園柿⽥川

城⼭
御浜岬

千貫⾨

ユウスゲ公園

⿓宮窟

細野⾼原

⼤室⼭

⽞岳

⾛り湯

現在

約110分
開通後

約60分

伊⾖⻑岡温泉

伊豆縦貫自動車道

主な観光施設

道の駅

主なジオサイト（ジオパーク）

世界ジオパーク認定
に向けて取組みを推進中

約1.4
倍

増加

世界基準の観光資源を有する伊⾖半島
伊⾖縦貫⾃動⾞道の全線開通により更なるストック効果が！！

明治日本の産業革命遺産

「韮山反射炉」

伊⾖縦貫⾃動⾞道
静岡県三島市 他

下 田 の 須 崎 港 で 水 揚 げ さ れ る
ブ ラ ン ド 化 さ れ た 高 級 漁

「 須 崎 キ ン メ 」

●伊豆縦貫自動車道(東駿河湾環状道路)の開通によりアクセス向上



（３）ストック効果事例②～ゴルフ場利用客数の増加～

●伊豆市修善寺のゴルフ場では、東駿河湾環状道路の開通を機に東名、新東名からゴルフ場までの

時間短縮をアピール

●新たに早朝プランを発売した結果、神奈川、東京、埼玉等の遠方から利用客が約３千人増加

●開通後の利用客増加を見込み、クラブハウス改修やゴルフカート増加等の設備投資を実施
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３．参考資料

• 東駿河湾環状道路による利用客増加については開通前か

ら期待しており、開通後は東名や新東名から当ゴルフ場へ

の時間短縮効果をアピールしました。

• 新たに早朝プランを発売したところ、主に神奈川、東京、埼

玉等からの利用客が増加しました。

• 当ゴルフ場は、主に沼津、三島等のリピーターが多いです

が、東駿河湾環状道路の開通後は、神奈川県等の県外か

らの利用客が増加しています。

• 開通後の利用客増加を想定して、新たにゴルフカートを増

加したり、クラブハウスの改修を行いました。

• 開通に伴い、特別価格での正会員募集もはじめました。
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ル
フ
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出典：Ａゴルフ場ヒアリング

沼津IC

環状道路開通前
H21.7開通後
H26.2開通後 ⼤平IC

伊
⾖
中
央
道

天
城
北
道
路

H21.7.27
開通

H26.2.11
開通

H26.2開通後
東名沼津ICから
⼤平ICまで30分

■修善寺のＡゴルフ場の利⽤客数の推移

約３千人増加H26.2.11
開通

出典：Ｂゴルフ場ヒアリング

Ｂゴルフ場

Ａゴルフ場



（４）ストック効果事例③～江間交差点の改良に期待！～ ３．参考資料
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韮山反射炉
（平成27年7月 世界遺産登録）

≪江川邸宅≫

反射炉を造った江川家の代官屋敷で
す。築850年の歴史ある建物であり、
国指定重要文化財です。

≪城山≫
伊豆半島ジオパークの一部です。冷
え固まったマグマによる急峻な山で
特異な岩山の風景が目を引きます。

国道136号 江間（立体化）

●国道136号 江間（立体化）
～東名・新東名から伊豆市までの間で、唯一残る平面交差点を立体化～
江間交差点の立体化で、週末･観光シーズンの渋滞が解消！⇒伊豆の国市への来訪時間短縮！ 定時性も確保！



（５）ストック効果事例④～西伊豆ブランド“スルメイカ”漁にも朗報！～

27

西伊豆町発！昼獲れのスルメイカ

なまこ壁（松崎町）

●国道136号 下船原バイパス
～慢性的な渋滞箇所の解消を目的としたバイパスの整備～

３．参考資料


